
編

集

後

記

▼
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
・

食
生
活
は
、心
身
の
健
康
の
重

要
な
基
礎
と
な
り
ま
す
。今
号

で
紹
介
し
た
６
レ
シ
ピ
調
理
動

画
を
参
考
に
調
理
と
食
事
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。健
康

管
理
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
、血
圧
と
脈
拍
計
測
を
続
け
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）向
上
と
脾

経
・
胃
経
の
消
化
力
を
高
め
た

い
で
す
。（
髙
橋
）

▼
生
ま
れ
た
環
境
に
よ
っ
て

は
、将
来
の
選
択
肢
が
狭
め
ら

れ
る
と
い
う
現
実
を
知
り
ま
し

た
。次
世
代
で
も
ま
た
同
じ
こ

と
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
。

そ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
誰
も
が
参

加
で
き
る
こ
ど
も
食
堂
の
取
り

組
み
が
再
開
し
ま
し
た
。必
要

と
す
る
人
に
必
要
な
支
援
が
届

く
事
を
願
い
ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
広
報
と
め「
Ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
」が

10
年
連
続
で
全
国
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
月
の
情
報
提
供
や
取

材
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
あ
る
お
か
げ
で
す
。「
Ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
」の
主
役
は
市
民
の
皆
さ

ん
ひ
と
り
ひ
と
り
。こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
市
の
魅
力

を
届
け
て
い
き
ま
す
。（
三
浦
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「食事を提供することが目的ではありません。違
う世代との交流や学習支援などを通した地域づく
りが目標」と話すのは、スマイルむさし理事長の鈴
木さん。スマイルむさしは、もっと登米市をよくし
たい、何かしたいという思いを抱く市内の保健・医
療・福祉に関わっている人や地域のボランティア
が集まり、生活困窮や就労を支援している。
　「生まれた環境で将来が左右されてしまう状況
を何とかしたい」と話す鈴木さんは、子どもたちの
居場所づくりができないかを模索。「こども食堂」
として食事を提供することで孤独の解消や学習支
援、食育などのさまざまな側面を持った地域交流
の場をつくることを決意。2018年10月、子ども
食堂「とめ☆スマイルキッチン」がオープンした。

　しかし、思うように利用者が集まらない。スタッ
フたちは、子ども食堂を始めた理由や取り組みの
内容について、地域の小・中学校や住民へ説明を重
ねた。誰でも利用できる食堂であることを伝える
ため試行錯誤を繰り返すうち、食材の提供やボラ
ンティアで関わる人が増えるなど地域の理解も深
まった。徐々に利用者も増え始めてきたその矢先、
新型コロナが拡大。子ども食堂の扉を閉めざるを
えなかった。
　休止から２年がたった昨年12月。子ども食堂
は規模を縮して再開。「周りの目を気にして助けを
求められない人もいます。困ったときに、遠慮しな
いで声を出すことができるような環境づくりを進
めたい」。子どもたちの未来を守る活動は続く。


